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No.191

進路学習

「伝統と創造」を掲げ
志や目的意識を育む
進路学習を推進

◎「真理追究・自主自律・社会貢献」
を教育目標に、豊かな人間性と教養、
何事にも果敢に挑戦する生徒の育成
を目指す。例年高い進学実績を誇り、
理数科メディカルコースの医学部進学
者は、県内医学部進学者の半数以上
を占める。部活動は陸上競技部やボ
ート部が全国大会の出場経験を持つ。

国公立大は、北海道大、東北大、東京大、
東京工業大、一橋大、新潟大、金沢大、京
都大、大阪大などに１６３人が合格。私立大
は、慶應義塾大、中央大、東京理科大、法
政大、明治大、立教大、早稲田大、同志社
大、立命館大などに延べ３０２人が合格。

設立

形態

生徒数

1３年度入試合格実績（現役のみ）

1892（明治25）年

全日制／普通科・理数科／共学

１学年約360人

住所
　

電話

Web Site

〒951-8127
新潟市中央区関屋下川原町2-635

025-266-2131

191
指導変革の

成果実践背景

◎新潟高校への入学
が目的化した生徒が
増え、入学後、学び
に向かう意欲や積極
性が以前よりも希薄
になっていた

変革のステップ

◎進路学習などを通
して、志や目的意識
を育む指導を強化。
生徒に予習の重要性
を浸透させ、教師の
指導力強化を推進

◎志望を最後まで諦
めない意志を持った
生徒が増え、医学部
合格者が急増。教師
の結束力も高まる

http://www.niigata-h.nein.ed.jp/

新潟県立

新潟高校

　

新
潟
県
立
新
潟
高
校
は
、
旧
制
新
潟
中
学
校
を
前
身

と
す
る
県
内
屈
指
の
進
学
校
だ
。
例
年
、
旧
帝
大
を
始

め
と
す
る
国
公
立
大
に
多
く
の
生
徒
が
合
格
し
、
近
年

は
理
数
科
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
の
設
置
に
よ
り
、
医
学

部
進
学
者
数
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
。
３
年
前
、
初
め

て
新
潟
県
の
高
校
の
医
学
部
合
格
者
数
が
１
０
０
人
を

超
え
た
が
、
そ
の
半
数
以
上
が
同
校
の
生
徒
だ
。

　

そ
う
し
た
実
績
の
あ
る
同
校
に
お
い
て
も
、
生
徒
の

気
質
の
変
化
は
顕
著
で
、
旧
制
中
学
の
校
風
が
色
濃
く

残
る
時
代
を
知
る
教
師
に
は
、
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ

る
場
面
も
あ
る
と
い
う
。
同
校
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
進
路
指

導
副
主
事
の
堀
越
康
裕
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
は
か
つ
て
、
学
問
に
対
し
て
も
っ
と
貪
欲

で
、
物
理
の
横
文
字
の
専
門
書
な
ど
を
自
ら
進
ん
で

読
む
よ
う
な
生
徒
は
、珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
主
体
性
は
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は

大
切
で
す
が
、
今
は
与
え
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る

生
徒
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」

　

同
じ
く
同
校
Ｏ
Ｂ
で
２
学
年
担
任
の
鈴
木
信
行
先
生

も
こ
う
語
る
。

　
「
文
化
祭
や
体
育
祭
も
、
以
前
は
生
徒
が
主
体
と

な
っ
て
創
造
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
は
生

徒
が
全
般
的
に
受
け
身
で
、
そ
れ
が
授
業
中
の
態
度

や
学
習
の
取
り
組
み
方
に
も
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
教
師
が
授
業
の
質
を
高
め
て
、
生
徒
の

自
己
犠
牲
を
い
と
わ
な
い

「
真
の
リ
ー
ダ
ー
」の
育
成
を
目
指
す
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目
を
輝
か
せ
る
努
力
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
、
生
徒
を
主
体
的
に
学
び
に
向
か
わ
せ
る

工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

２
０
１
２
年
に
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
同
校

が
、
周
年
行
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
げ
た
タ
イ
ト
ル

は
「
伝
統
と
創
造
」
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
、
現
在
の
新
潟

高
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
、
進

路
指
導
主
事
の
小
林
靖
明
先
生
は
語
る
。

　
「
学
力
の
み
な
ら
ず
、
人
間
力
を
高
め
て
、
世
界

で
通
用
す
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
の
が
本
校
の

使
命
で
す
。
自
分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
志
が
な
け
れ
ば
、
新
潟
高
校
生
と
は
い

え
な
い
と
、生
徒
に
は
常
々
話
し
て
い
ま
す
。そ
う
し

た
不
易
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
徒
の
実
状
に
応
じ

て
大
胆
に
変
革
を
行
う
こ
と
が
、
現
在
の
新
潟
高
校

を
担
っ
て
い
る
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
う
の
で
す
」

　

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

将
来
に
向
け
た
目
的
意
識
を
育
み
、
学
習
す
る
意
味
を

理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
進
路
へ
の
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
１
年
生
の
初
期
指
導
で
、
テ
コ
入
れ
を

図
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
各
教
科
の
予
習
・
復
習
の
仕

方
な
ど
、学
習
面
を
中
心
と
し
た
指
導
を
し
て
い
た
が
、

13
年
度
は
目
的
意
識
の
醸
成
を
中
心
と
す
る
指
導
に
、

よ
り
重
点
を
置
い
た
。
１
学
年
担
任
の
宮
澤
雅
樹
先
生

は
、
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
近
年
の
入
学
生
を
見
る
と
、
本
校
に
入
学
す
る

こ
と
自
体
が
目
的
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
印
象
を
受

け
ま
す
。
何
の
た
め
に
本
校
に
来
た
の
か
と
い
う
先

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
中
学
校
ま

で
は
詰
め
込
み
式
の
学
習
で
も
そ
れ
な
り
の
力
が
付

く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
校
の
学
習
は
意
欲
を

む
き
出
し
に
し
て
、
自
分
か
ら
つ
か
み
に
い
か
な
け

れ
ば
力
は
付
き
ま
せ
ん
。
高
い
志
望
を
実
現
さ
せ
る

に
は
、
学
力
よ
り
も
意
欲
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
し
た
」

　

１
年
生
４
月
の
最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
高
校
は
自
分
の
将
来
を
考
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
や
社
会
の
こ
と
を

知
り
、
な
す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
伝
え
、
生
徒
の
心
に
使
命
感
を
芽
生
え
さ
せ
る
。
自

学
自
習
に
つ
い
て
も
、「
１
日
○
時
間
の
学
習
を
し
な

さ
い
」
と
い
う
言
い
方
は
せ
ず
、「
自
己
管
理
能
力
を

高
め
よ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
目
的
意
識
や
本
人
の
意

思
を
高
め
る
伝
え
方
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

６
月
以
降
の
進
路
学
習
や
行
事
も
、
夢
や
志
望
を
育

む
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
。
１
年
生
の
夏
に
は
、「
学

問
研
究
と
社
会
貢
献
」
と
題
し
て
４
回
の
進
路
講
演
会

を
行
い
、
教
師
お
よ
び
外
部
講
師
が
大
学
で
の
学
び
や

各
学
部
の
様
子
、
夏
休
み
の
過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
た
。
夏
休
み
後
に
は
「
学
力
錬
成
と
学
部
研
究
」

を
テ
ー
マ
に
、
文
理
選
択
や
科
目
選
択
に
か
か
わ
る
４

回
の
進
路
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る
。
１
学
年
担
任
の

永
橋
知
明
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
１
年
生
で
は
、
社
会
貢
献
の
意
識
を
育
ん
だ
上

で
、
次
に
大
学
・
学
部
で
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え

る
と
い
う
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
を
単

発
で
行
う
の
で
は
な
く
、
連
続
性
の
あ
る
内
容
・
組

み
立
て
に
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
講
師
に

は
生
徒
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
熱
い
話
を
お
願
い
し

新
潟
県
立
新
潟
高
校

宮
澤
雅
樹　
み
や
ざ
わ
・
ま
さ
き

教
職
歴
14
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。１
学
年
担
任
。

「
広
い
視
野
と
強
い
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
限
界
ま
で
挑

戦
し
て
い
く
生
徒
を
育
て
た
い
」

新
潟
県
立
新
潟
高
校

永
橋
知
明　
な
が
は
し
・
と
も
あ
き

教
職
歴
７
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。１
学
年
担
任
。

「
生
徒
が
自
ら
気
付
き
、
理
解
し
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

英
語
を
使
え
る
よ
う
な
授
業
を
心
掛
け
て
い
る
」

新
潟
県
立
新
潟
高
校

鈴
木
信
行　
す
ず
き
・
の
ぶ
ゆ
き

教
職
歴
16
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。２
学
年
担
任
。

「
大
学
の
先
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
、
将
来
の
展
望
を
持
ち

つ
つ
、
今
を
大
切
に
出
来
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

新
潟
県
立
新
潟
高
校

堀
越
康
裕　
ほ
り
こ
し
・
や
す
ひ
ろ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指
導

副
主
事
。「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
視
野
や
可
能
性
を
広
げ

ら
れ
る
指
導
を
心
掛
け
た
い
」

新
潟
県
立
新
潟
高
校

小
林
靖
明　
こ
ば
や
し
・
や
す
あ
き

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
進
路
指
導
に
正
解
は
な
い
。
絶
対
を
疑
い
、
何

事
も
相
対
化
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
精
神
を
大
切
に
し
て
い
る
」

学
習
の
仕
方
よ
り
も

志
を
育
む
初
期
指
導
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て
い
ま
す
が
、
ど
の
講
演
会
も
終
了
後
は
生
徒
か
ら

の
質
問
が
途
切
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
生
徒
が
大
き

な
刺
激
を
受
け
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
」

　

２
年
生
の
進
路
学
習
は
、
学
問
や
企
業
活
動
を
よ
り

身
近
に
捉
え
さ
せ
、
10
年
、
15
年
先
を
見
据
え
る
長
期

的
視
野
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
13
年
度
の
中
心

と
な
る
取
り
組
み
は
、
夏
季
休
業
中
に
希
望
者
を
対
象

に
行
う
「
東
大
訪
問
・
東
京
研
修
」（
写
真
）。
１
日
目

に
東
京
大
を
訪
問
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
大
学
教
員
に
よ

る
特
別
講
義
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
東
大
生
と
の
座
談
会
を

行
う
。
２
日
目
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
職
場
を
訪
れ
、
先

輩
が
歩
ん
だ
道
の
り
、
仕
事
へ
の
思
い
を
聞
く
。
事
前

に
仕
事
内
容
を
調
べ
て
質
問
を
用
意
し
、
事
後
は
「
10

年
先
、15
年
先
の
私
」
を
テ
ー
マ
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

　
「
生
徒
の
中
に
は
、
学
力
は
高
く
て
も
視
野
が
狭

い
、
い
わ
ば
『
井
の
中
の
蛙
』
が
目
立
ち
ま
す
。
新

潟
で
１
番
な
ら
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
価
値
観
に
傾
き

が
ち
な
の
で
、
刺
激
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
来

る
だ
け
外
の
世
界
を
見
せ
て
い
ま
す
」（
鈴
木
先
生
）

　

例
年
、東
京
大
訪
問
と
企
業
訪
問
は
別
々
に
実
施
し
、

ま
た
、
企
業
数
は
４
社
程
と
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

13
年
度
は
、
１
泊
２
日
で
東
京
大
と
企
業
を
一
度
に
訪

問
し
、
企
業
数
も
増
や
し
た
。
更
に
、
参
加
対
象
は
2

年
生
の
み
だ
っ
た
が
、
出
来
る
だ
け
早
く
大
学
や
社
会

を
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
１
年
生
か
ら
も
参
加

者
を
募
っ
た
。
運
動
部
の
合
宿
な
ど
と
重
な
ら
な
い
日

程
を
選
び
、
保
護
者
に
も
告
知
し
て
参
加
を
促
し
た
。

　

そ
の
結
果
、前
年
ま
で
20
人
程
度
だ
っ
た
参
加
者
は
、

13
年
度
は
１
年
生
約
70
人
、
２
年
生
約
１
０
０
人
と
大

幅
に
増
加
。
実
施
時
期
や
内
容
の
工
夫
が
、
生
徒
に
刺

激
を
与
え
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

近
年
の
同
校
の
入
試
実
績
を
支
え
て
い
る
要
因
の
１

つ
は
、
理
数
科
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
の
躍
進
だ
。
慢
性

的
な
医
師
不
足
は
県
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決

の
た
め
、
07
年
度
、
同
校
を
始
め
と
す
る
県
内
の
複
数

の
進
学
校
に
医
療
系
学
部
志
望
者
の
た
め
の
コ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
た
。
同
校
に
は
元
々
医
師
を
目
指
す
生
徒
が

多
く
、
多
い
年
は
１
０
０
人
程
が
入
学
時
か
ら
医
学
部

進
学
を
希
望
す
る
。
県
の
課
題
と
生
徒
の
ニ
ー
ズ
が
合

致
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
だ
。

　

コ
ー
ス
の
設
置
は
、
医
学
部
合
格
に
向
け
た
３
年
間

の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
１
年
生
で
は
、
講
演
会
や
医
学
部
体
験
な
ど
を
通

し
て
、
医
師
の
適
性
を
把
握
す
る
と
共
に
職
業
観
を
育

む
。
２
年
生
か
ら
は
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
と
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
で
は
高
齢

者
医
療
、
地
域
医
療
、
発
達
障
害
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
義
を
月
１
回
受
け
る
。
医
療
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
の

理
解
と
使
命
感
・
倫
理
観
を
深
め
た
上
で
、
３
年
生
は

夢
の
実
現
に
向
け
た
受
験
対
策
に
集
中
的
に
取
り
組

む
。
こ
の
中
で
、
教
師
が
特
に
重
視
す
る
の
は
、
医
師

に
必
要
な
使
命
感
・
倫
理
観
の
醸
成
だ
。

　
「
講
演
会
で
は
、
仕
事
の
や
り
が
い
だ
け
で
な
く
、

死
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
現
実

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
を
相
手
に
す
る
こ
と
の
難
し

さ
な
ど
、
医
師
の
大
変
な
部
分
も
語
っ
て
も
ら
い
、

生
徒
に
医
師
に
な
る
覚
悟
を
促
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
医
師
と
し
て
の
適
性
を
欠
く
生
徒
や
、
自
分
に

は
出
来
な
い
と
い
う
生
徒
に
は
、
別
の
進
路
を
勧
め

る
場
合
も
あ
り
ま
す
」（
堀
越
先
生
）

　

一
方
、医
師
へ
の
思
い
と
覚
悟
を
強
く
し
た
生
徒
は
、

３
年
生
で
医
学
部
合
格
が
難
し
い
成
績
で
あ
っ
て
も
、

他
学
部
に
志
望
変
更
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
１

写真　１日目は東京大本郷キャンパスで文系・理系２人の教授
による特別模擬講義、ＯＢの副理事による大学紹介などが行わ
れ、宿泊先ではＯＢ・ＯＧによる進学座談会が開かれた。２日
目は企業訪問で、NHK、博報堂、日揮、ＳＭＢＣ日興証券、外
務省、東京地方検察庁、財務省、特許庁、朝日新聞社、共同通
信社、衆議院議員などを訪れた。写真はＯＢの東京大教員によ
る特別模擬講義の様子

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
を
通
し
て

15
年
先
の
長
期
的
視
野
を
養
う

医
師
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

使
命
感
・
倫
理
観
を
醸
成
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年
生
か
ら
受
け
て
き
た
講
演
会
や
体
験
が
、
浪
人
を
し

て
で
も
医
学
部
を
目
指
す
と
い
う
強
い
意
志
を
育
ん
で

い
る
。
学
校
は
そ
れ
を
後
押
し
す
る
た
め
、
医
学
部
志

望
者
の
浪
人
生
に
は
、卒
業
後
２
年
間
は
連
絡
を
取
り
、

年
４
回
、
激
励
文
を
送
っ
て
気
持
ち
を
途
切
れ
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

進
路
学
習
や
行
事
で
生
徒
の
夢
を
育
む
一
方
、
教
科

指
導
は
「
授
業
第
一
主
義
」
を
徹
底
。
ま
た
、
予
習
前

提
の
授
業
を
行
っ
た
り
、
授
業
進
度
を
速
め
た
り
す
る

こ
と
で
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
「
生
徒
に
は
常
に
『
授
業
が
第
一
』『
授
業
が
勝
負
』

と
言
っ
て
い
ま
す
。
授
業
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め

に
は
、
予
習
を
し
っ
か
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
意
識
が
、
生
徒
に
浸
透
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
」（
宮
澤
先
生
）

　

加
え
て
、
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
普

通
教
室
に
設
置
さ
れ
た
電
子
黒
板
も
、
生
徒
に
予
習
の

必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。
設
置

の
目
的
は
、難
関
大
合
格
者
数
の
増
加
を
目
指
し
、理
科

と
地
歴
・
公
民
の
授
業
進
度
を
速
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
「
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
素
早
く
映
し
出
し
、
授

業
を
効
率
良
く
進
め
る
に
は
電
子
黒
板
は
非
常
に
効

果
的
で
す
。
進
度
が
速
く
な
っ
た
分
、
予
習
を
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
よ
り
強
く
生
徒
に

根
付
い
た
よ
う
で
す
」（
鈴
木
先
生
）

　

教
師
の
授
業
力
向
上
の
面
で
は
、
年
３
回
の
３
年
生

の
校
内
実
力
テ
ス
ト
の
作
問
を
重
視
し
て
い
る
。
作
問

は
全
学
年
で
分
担
し
て
行
う
た
め
、
１
、２
年
生
担
当

の
教
師
も
大
学
入
試
を
見
越
し
た
指
導
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
長
文
読
解
な
ど
の
素
材
文
も
分

担
し
て
探
す
た
め
、教
科
内
の
結
束
も
強
ま
る
と
い
う
。

　

11
年
度
に
は
、
東
京
大
・
東
北
大
の
入
試
問
題
研
究

も
始
め
た
。
前
年
度
の
入
試
問
題
を
全
学
年
の
教
師
が

分
担
し
て
分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
作
成
し
た
解
説
書
を

３
年
生
に
配
布
。
こ
れ
は
、
生
徒
の
自
学
自
習
で
活
用

さ
せ
る
の
が
目
的
だ
が
、
分
析
を
通
し
て
教
師
の
授
業

力
や
進
路
指
導
力
を
高
め
る
狙
い
も
あ
る
。

　

授
業
第
一
主
義
、
校
内
実
力
テ
ス
ト
と
い
っ
た
伝
統

に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
授
業
と
い
う
新
た
な
取
り
組

み
に
も
貪
欲
に
挑
戦
す
る
新
潟
高
校
。「
伝
統
と
創
造
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
教
科
指
導
に
も
広
が
り
を
与

え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
は
、
最
難
関
大
の
現
役
合
格

者
の
更
な
る
増
加
だ
。
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
更
に
密
に
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
も
、
教
師
自
身
が
学
び
続
け
る
姿
勢
を
生
徒
に

見
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
小
林
先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
伝
統
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
時
は
、
実
は
そ
の
学

校
が
停
滞
し
て
い
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
意
味
で
、
今
の
本
校
は
伝
統
と
い
う
側
面
で
語
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
守
る
べ
き
も
の

は
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
挑
戦
を
繰
り
返
し
、
生
徒

の
志
を
育
む
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
授
業
の
効
率
化
が

家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
を
促
す

若手教師が語る、指導変革への　　　　

生徒の目の輝きに
学校の違いはない
１学年担任　永橋知明

　伝統校でありながら、新たな挑戦を繰り返す本校に
赴任した時は、正直、不安もありました。しかし、実
際に指導をして感じるのは、教師の話に興味・関心を
持った時の生徒の目の輝き、子どもに大切なことを学
ばせたいという保護者の思いに、学校の違いはないと
いうことです。
　その意味では、どの学校においても、英語をどのよ
うに教えたらよいのか、生徒の志望する進路実現をど
うやって支援することが出来るのかなどの悩みは、常
にありました。生徒の気質や学力に応じて、生徒が意
欲的に授業に取り組めるように、日々考えながら指導
改善に取り組んでいます。
　新潟高校の伝統の一端を担うことに責任を感じてい
るのも事実です。しかし、本校の先生方は、「伝統校
だからこうしなければいけない」というように、上か
ら押し付けるようなことはありません。より良い学校
づくりのためにみんなで意見を出し合います。この雰
囲気が、本校の「創造」の部分を支えているのだと思
います。
　どのような取り組みも、なぜそれをやるのか、生徒
にどのような力が付くのかということを教師自身が理
解していなければ、いつかは形骸化してしまいます。
「真のリーダーを育成する」という本校の揺るがぬ思
いを常に胸に刻みながら、新しいことにチャレンジし
続けていきたいと思います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱
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